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フ
ィ
リ
ピ
ン
の
黄
色
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
生
産
と
流
通

野
　
沢
　
勝
　
美

　
今
日
ア
ジ
ア
途
上
国
に
お
け
る
農
業
開
発
課
題
は
、

農
業
多
角
化
に
よ
る
農
家
所
得
増
大
で
あ
る
。
し
か
る

に
東
南
ア
ジ
ア
に
位
置
す
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
、
タ
イ
な

ど
に
比
較
し
農
業
多
角
化
で
遅
れ
を
と
っ
て
き
た
。
し

か
し
、
近
年
は
黄
色
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
増
産
計
画
が
進
行

し
て
い
る
。
本
稿
は
、
そ
の
黄
色
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
生

産
と
流
通
の
現
況
と
課
題
を
述
べ
る
。

　 

主
要
生
産
地
が
ル
ソ
ン
島
に
移
動

　
黄
色
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
豚
、
鶏
な
ど
畜
産
飼
料
用
に

生
産
さ
れ
る
も
の
で
、
国
内
外
の
畜
産
振
興
に
伴
い
需

要
が
増
大
す
る
。
こ
の
た
め
種
苗
会
社
な
ど
に
よ
る
改

良
種
子
を
利
用
し
た
生
産
拡
大
が
展
開
さ
れ
て
き
た
。

　
黄
色
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
改
良
品
種
は
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
種

で
あ
り
、
高
投
入
・
高
産
出
を
も
た
ら
す
。
そ
の
栽
培

技
術
、
営
農
資
金
の
提
供
と
い
っ
た
体
系
的
な
生
産
シ

ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
て
き
た
。
政
府
に
と
っ
て
は
コ
メ

以
外
の
作
物
生
産
に
よ
る
農
家
収
入
増
大
を
企
図
し
た

農
業
近
代
化
政
策
の
展
開
を
意
味
す
る
。

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
い
て
農
業
多
角
化
の
導
入
は
マ
ル

コ
ス
政
権
下
の
一
九
七
〇
年
代
半
ば
で
、
一
九
八
一
年

に
至
り
黄
色
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
増
産
計
画
の
「
マ
イ
サ
ガ

ナ
」
が
発
足
し
た
。
主
要
生
産
地
は
国
内
移
住
の
拠
点

と
な
っ
た
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
が
担
っ
た
。

　
し
か
し
近
年
は
生
産
地
が
ル
ソ
ン
島
に
移
動
し
て
い

る
。
二
〇
〇
五
年
の
生
産
推
計
で
は
全
国
の
黄
色
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
生
産
は
三
〇
〇
万
ト
ン
で
、
地
域
別
で
ル
ソ

ン
島
は
一
四
七
万
ト
ン
、
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
は
一
三
九
万

ト
ン
、
ビ
サ
ヤ
諸
島
は
一
六
万
ト
ン
で
あ
る
。

　
さ
ら
な
る
大
き
な
問
題
は
、
地
域
ご
と
に
需
給
比
率

が
大
き
く
異
な
る
点
で
あ
る
。
全
国
で
は
需
給
比
率
六

三
・
四
％
と
生
産
不
足
分
を
輸
入
に
依
存
し
て
い
る
。

し
か
し
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
で
は
需
給
比
率
は
一
〇
二
・
三

％
で
、
最
大
の
消
費
地
ル
ソ
ン
島
で
は
同
五
九
・
四
％

と
な
っ
て
い
る
（
表
）。

　
国
内
需
要
の
増
大
に
見
合
っ
た
生
産
を
ミ
ン
ダ
ナ
オ

島
に
お
い
て
行
え
ば
、
ル
ソ
ン
島
で
の
不
足
分
を
お
ぎ

な
え
る
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
の
積

出
港
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
サ
ン
ト
ス
か
ら
首
都
圏
近
郊
ま
で

の
海
上
輸
送
コ
ス
ト
が
高
く
、
ル
ソ
ン
島
内
で
生
産
し

陸
路
輸
送
し
た
ほ
う
が
経
済
的
な
の
で
あ
る
。
最
終
需

要
家
は
飼
料
生
産
工
場
で
あ
る
。
流
通
経
路
の
合
理
化

を
前
提
と
し
た
産
地
形
成
が
進
行
し
た
の
で
あ
る
。
か

く
し
て
ル
ソ
ン
島
で
の
契
約
栽
培
の
農
家
動
員
に
よ
る

黄
色
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
生
産
が
は
か
ら
れ
た
（
地
図
）。

　
と
り
わ
け
、
ル
ソ
ン
島
北
部
の
カ
ガ
ヤ
ン
・
バ
レ
ー

地
方
に
お
け
る
黄
色
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
増
産
が
顕
著
で
あ

る
。
二
〇
〇
五
年
の
生
産
高
は
七
二
万
ト
ン
と
全
国
生

産
の
二
三
・
八
％
に
達
す
る
。
カ
ガ
ヤ
ン
・
バ
レ
ー
地

方
が
「
コ
ー
ン
・
ラ
ン
ド
」
と
よ
ば
れ
る
所
以
で
あ

る
。
な
か
で
も
イ
サ
ベ
ラ
州
は
四
八
・
〇
万
ト
ン
を
生

産
し
、
同
州
だ
け
で
全
国
の
一
六
・
〇
％
と
全
国
一
の

生
産
州
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
食
用
の
白
色
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
生
産
は
、
カ
ガ
ヤ
ン
・
バ
レ
ー
地
方
で
は
二
・
四

万
ト
ン
と
全
国
生
産
の
二
・
四
％
に
過
ぎ
な
い
。
同
地

方
の
黄
色
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
生
産
へ
の
傾
斜
が
確
認
さ
れ
る
。

　
　
農
家
生
産
高
に
バ
ラ
ツ
キ

　
イ
サ
ベ
ラ
州
に
お
け
る
黄
色
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
生
産
農

家
に
聞
取
り
調
査
を
行
っ
た
が
そ
の
結
果
判
明
し
た
事

実
は
次
ぎ
の
四
点
で
あ
る
。
第
一
に
、
生
産
農
家
に
お

け
る
農
地
規
模
の
零
細
性
で
あ
る
。
平
均
面
積
で
一
・

〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
か
ら
二
・
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
同
州
は
隣
接
す
る
イ
ロ
コ
ス
地
方
か
ら
の
流
入

（地図）　　　フィリピン全図

イロコス地方

ルソン島
イサベラ州

リバ市マニラ
　首都圏
バタンガス州 ビサヤ諸島

ミンダナオ島

ジェネラル・サントス

カガヤン・バレー地方
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協
同
組
合
結
成
と
物
流
施
設
不
足

　
黄
色
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
に
対
す
る
国
内
需
要
の
急
増
を

受
け
一
九
九
一
年
以
降
に
生
産
農
家
協
同
組
合
が
結
成

さ
れ
て
き
た
。
こ
の
結
成
奨
励
に
動
い
た
の
は
政
府
金

融
機
関
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
土
地
銀
行
で
あ
っ
た
。
土
地
銀

行
は
融
資
先
で
あ
る
バ
タ
ン
ガ
ス
州
リ
パ
市
所
在
の
飼

料
生
産
販
売
協
同
組
合
へ
の
安
定
的
原
料
供
給
を
図
る

べ
く
、
イ
サ
ベ
ラ
州
の
生
産
農
家
に
協
同
組
合
結
成
を

促
し
た
（
写
真
）。つ
ま
り
、
契
約
栽
培
と
抱
合
せ
で
生

産
農
家
に
営
農
資
金
貸
付
、
営
農
技
術
指
導
を
行
っ
た
。

　
協
同
組
合
へ
の
聞
取
り
調
査
に
よ
る
と
次
ぎ
の
点
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。
第
一
に
、
協
同
組
合
員
に
は
契
約

栽
培
を
実
施
し
て
い
る
組
合
員
と
、
そ
う
で
な
い
も
の

が
混
在
し
、
必
ず
し
も
統
制
は
と
れ
て
な
い
点
で
あ

る
。
組
合
員
で
あ
っ
て
も
条
件
を
総
合
的
に
判
断
し
仲

買
人
に
売
渡
す
「
良
い
と
こ
ど
り
」
が
横
行
し
て
い
る
。

　
第
二
に
、
協
同
組
合
は
黄
色
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
生
産
以

外
に
も
コ
メ
生
産
農
家
を
構
成
員
と
し
て
い
る
点
で
あ

る
。
ま
た
、
当
初
黄
色
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
か
ら
発
足
し
た

協
同
組
合
も
コ
メ
買
付
事
業
に
着
手
す
る
な
ど
構
成
員

多
様
化
を
は
か
り
安
定
的
組
合
運
営
に
配
慮
し
て
い
る
。

　
第
三
に
、
協
同
組
合
の
組
織
形
態
は
多
目
的
協
同
組

合
で
あ
り
そ
の
事
業
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
重
要

事
業
は
黄
色
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
買
付
事
業
で
あ
り
、
ま

た
組
員
へ
の
生
産
融
資
も
一
般
的
で
あ
る
。
な
か
に
は

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
経
営
を
し
て
い
る
組
合
も
あ
っ

た
。
多
角
的
な
事
業
展
開
か
ら
の
収
入
源
の
確
保
で
、

各
協
同
組
合
で
は
資
本
形
成
が
順
調
に
増
加
し
て
い
る
。

　
第
四
に
、
協
同
組
合
活
動
に
と
っ
て
基
本
的
、
か
つ

決
定
的
な
課
題
は
イ
ン
フ
ラ
設
置
の
不
足
で
あ
る
。
機

械
乾
燥
施
設
、
大
型
輸
送
ト
ラ
ッ
ク
の
欠
如
は
、
こ
れ

ら
を
備
え
た
地
元
仲
買
人
に
よ
る
黄
色
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

の
流
通
支
配
を
許
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
協
同
組
合
本
来
の
機
能
で
あ
る
生

産
物
の
売
渡
価
格
、
投
入
財
・
サ
ー
ビ
ス
価
格
に
お
い

て
有
利
と
な
る
交
渉
力
付
与
に
関
し
て
は
緒
に
つ
い
た

ば
か
り
と
い
え
る
。
一
方
、
流
通
で
優
位
に
た
っ
た
仲

買
人
に
と
っ
て
も
、
同
業
者
の
競
合
に
よ
る
市
場
原
理

が
支
配
し
て
い
る
。
こ
こ
へ
の
参
入
に
は
大
型
輸
送
ト

ラ
ッ
ク
と
顧
客
情
報
の
把
握
が
不
可
欠
で
あ
る
。
協
同

組
合
が
見
習
う
点
は
ま
さ
に
こ
こ
に
あ
る
。

　
　
　
　
（
の
ざ
わ
か
つ
み
・
国
際
関
係
学
部
教
授
）

移
民
に
よ
る
丘
陵
地
の
開
拓
に
起
因
す
る
。
一
部
農
家

で
は
コ
メ
生
産
も
行
っ
て
い
る
が
、
そ
の
場
合
の
作
付

面
積
は
黄
色
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
方
か
大
き
か
っ
た
。

　
第
二
に
、
農
地
保
有
で
は
自
作
農
が
多
い
が
、
小
作

農
も
混
在
す
る
。
後
者
の
例
で
は
定
率
小
作
で
地
代
は

二
五
％
、
定
額
小
作
で
は
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
り
四
五
〇

キ
ロ
（
平
均
収
量
の
約
一
〇
％
）
で
あ
る
。

　
第
三
に
、
調
査
対
象
農
家
の
す
べ
て
が
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
種
子
を
導
入
し
種
子
会
社
、
あ
る
い
は
そ
の
代
理
店

の
技
術
指
導
を
受
け
て
い
る
も
の
の
収
量
で
は
バ
ラ
ツ

キ
が
あ
る
。
平
均
で
は
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
り
単
収
で

五
・
〇
ト
ン
で
あ
る
が
、
最
小
で
は
三
・
五
ト
ン
で

あ
っ
た
。
生
産
性
に
か
か
る
差
が
生
じ
た
要
因
は
、
定

期
的
な
海
外
送
金
、
投
入
財
借
入
、
小
作
料
負
担
に

あ
っ
た
。
農
業
外
収
入
の
存
在
は
生
産
意
欲
を
減
退
さ

せ
る
。

　
第
三
に
、

黄
色
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ

と
コ
メ
の

純
所
得
を

比
較
す
る

と
、
雨
期
、

乾
期
と
も

に
コ
メ
の

方
が
若
干

で
は
あ
る

が
多
か
っ

た
。
し
た

が
っ
て
コ

メ
か
ら
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
へ
の
作
付
転
換
は
な
か
っ
た
。

写　真

イサベラ州の多目的協同組合全景

（筆者撮影）

フィリピンの地域別黄色トウモロコシ需給推計（2005年）
（表）

（出所）Bureau  of  Agricultural  Statistics.

地　域 生　産 需　要 生産/需要
（トン） （％）（トン）

ル ソ ン 島

ビ サ ヤ 諸 島

ミンダナオ島

全　国

1,466,750

163,225

1,391,568

3,001,543

2,435,535

946,910

1,360,478

4,742,923

59.4

17.2

102.3

63.4
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